
【お問合せ】
株式会社フレーズクレーズ 家具コンペ 2026 事務局　　frazecraze.publish@gmail.com
※課題および審査についての質疑応答、ならびにお電話での対応はいたしかねますので、予めご了承ください。

今回は優秀な作品が多く集まり、難しい選考だったが
「木材を使った家具らしさ」を見つけながら審査をし
た。気に入った家具は 3 つ。銅賞の「Cat Circle」は、
猫と人の関係が絶妙で、豊かな体験をもたらす環境
家具。グランプリの「U Stool」は、2 枚の成形合板
を組み合わせた 2 台のスツールの関係がシンプルで秀
逸な一方、座面と脚の関係が気になった。入選の

「ANIMAL FURNITURE PROJECT」は合板でで
きた無骨な脚の先端に、動物の足を思わせるパーツを
つけただけなのだが、家具に新たな表情が生まれ、
心を動かす存在になった。3 つの家具は、単に機能的
なものではなく、情緒を感じさせる姿が心地よかった。

小泉 誠
（家具デザイナー、武蔵野美術大学名誉教授）

【審査員・講評】（敬称略、順不同）

小泉 誠、永山祐子、吉泉 聡の 3 氏を審査員として厳正なる審査を行いました。
審査講評をここでご紹介いたします。

永山祐子
（建築家）

木材家具の審査もすでに第 10 回となる。毎年、様々
な案が応募されているが、毎回、木材家具デザインで
新たな提案をするということの難しさを痛感している。
木材家具が作られるようになったのはいつからだろう。
原型はすでに紀元前 3000 年頃から存在している。
人間の骨格自体もそこから大きく変わっていないから、
例えば座るという行為に対して作られる椅子の形状は
おおよそ決まってくる。そうなると新しい木材家具の形、
デザインの根拠を行為に基づくベクトル以外にも改め
て求めることになる。根拠となるベクトルはいくつかあ
ると思う。
そのベクトルはいくつか考えられるが、一つは「素材」
だ。本コンペでは木材に限定されているため選択肢は
絞られるが、素材そのものや、その組み上げ方自体
が新しい形の根拠になり得る。今年の例で言えば、
畳をファブリックのように扱い、ソファのボタン留めの
ような表現を取り入れた作品が非常に印象的だった。
もう一つはライフスタイルを根拠とするベクトルだ。家
具は基本的に個人で使うものが多いが、今年はそこに
他者とのコミュニケーションを組み込んだアイデアが上
位に目立った。例えばグランプリを獲得した他者とシェ
アできるスツールや、コミュニケーションの場そのもの
となる屋台、さらには人間だけでなく猫と共有する家
具などだ。
そんなふうに私たちの生き方、価値観が変われば新
たなベクトルが足されていく。それが垣間見えるのが
このアワードの面白いところだと改めて思った。

今回初めて審査に参加させていただきました。
唯一の条件である「木材」というテーマの広さから、
応募作品は多様な提案にあふれていました。使い方
の提案、ライフサイクルの視点、純粋に美しい造形な
どその観点は様々ですが、木からどのように木材とし
て家具になっていくか、その作り方の再発見が、本コ
ンペのテーマとして外せないことのように感じて審査を
進めました。
その中で「隙間座」という提案に目が止まりました。
積層合板の提案ですが、積層部を収納部へ展開する
視点が驚きを与えてくれます。
実物がない中での審査は難しく、隙間座もその他の
気になる作品も同様に、実際に本当に作れるのだろう
か？　使用に問題がないのだろうか？　そんなことに
思いを巡らせる連続でしたが、だからこそ、それらの
提案は未知の可能性を大きく含んでいる裏返しでもあ
るように思います。そんな作品に出会えたのが、大変
うれしいことでした。今回の作品が実際に家具となる
日が来るのを心待ちにしています。

吉泉 聡
（デザイナー / TAKT PROJECT 代表）

【テーマ】
「木材を使った家具」をテーマに、未発表の作品（キャビネット、テーブル等）を対象とし、アイデアだけではなく、
実際に制作可能な提案を募集しました。
針葉樹あるいは広葉樹のどちらを用いるか、また、木材の生産地域などについては問いませんでしたが、各素
材の特性を活かした作品を期待しました。

【スケジュール・審査】
2026 年 4 月 1 日に募集を開始し、 150 点を超えるエントリーから厳正な審査で以下を選定いたしました。
・12 点の入選作品、うち 4 点の入賞作品（本スペースにて作品パネルを展示。試作品については 2027 年 2 月の

ギフト・ショーで展示予定）

Wood Furniture Design Competition 2026
All the eligible designers are invited to participate in this competition to design wooden 
furniture featuring the characteristics of trees such as conifers and hardwoods. Our 
judges are KOIZUMI Makoto, NAGAYAMA Yuko, and YOSHIIZUMI Satoshi. In this 
exhibition, the prize-winning works are presented.

木材を使った
家具の
デザインコンペ

2026Wood Furniture 
Design Competition

趣旨

私たちの地球には多くの森が散在しています。日本にも国土の約 70 ％の森が存在しており、
森の木々が住まいや家具などに使われるまでには、伝統的な匠たちの知恵が活かされています。
そのプロセスと技術からエコ文化の土壌が創られてきました。この豊富な資源を活用する手立
てとして、培われた技術にデザインの力を加えて、広く世界の人々に知ってもらえるオリジナル
性の高い、高品質な製品づくりを目指したいものです。
このたび、過去 9 回に引き続き、木材家具のコンペを開催いたしました。

主催：東京インターナショナル・ギフト・ショー LIVING&DESIGN



コンペ詳細は公式 WEB サイトをご覧ください。
[ https://medium.com/fraze-craze ]

QR コードはこちら 　

入 選
[ 順不同 ]

SILLAGE｜浅野瑞晃・米良 航

Intersection Coat Hanger｜
ZHAO RONGDA

STOCK STOOL｜千頭龍馬

Yui_Tatami Bench｜ロチ ANIMAL FURNITURE PROJECT｜
ヤスダキヨシ

pip stool｜風当将文（のんちゃんと）

U Stool

千頭龍馬
｜

グランプリ
秦野の移動式家具 Moving cells

佐藤結人・金崎慈英・浦勇 樹
柴田裕斗・向井伊吹

｜

金 賞

波多野現
｜

Cat Circle
銅 賞

本田 耕
｜
隙間座
銀 賞

miki｜加納彰典YURA YURA STOOL｜大木陽平


